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今月のシーニック・バイウェイ 

「第32回 きたうら納涼花火大会」 
   今年の花火大会から開催会場周辺が「みなとオアシス」に登録され、会場名称が「みな
とオアシス北浦臨海パーク」に改められました。会場周辺の整備が進み、１尺玉以上の花
火は打ち上げられなくなりましたが、その分工夫を凝らし、より臨場感のある花火大会と 
なりました。 

祭り会場 灯船の一団 



地域資源（宝）の紹介コーナー 
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   地域で活動する人 

   歴史・文化・自然・景観資源    

◆山本  亮二（やまもと りょうじ）さん            

   

山本 亮二さん 

◆「尾高智神社」 北浦町三川内歌糸                            

   

   山本亮二さんは山師を生業としています。山師といっても怪しい

類の山師ではなく、山を管理し、木を育て、宮崎の良質な木材を生

産されている方です。生業の傍ら「三川内神楽祭実行委員会」の会

長とし て、地元の神楽を保存、発展させるため、忙しい仕事の合間

を縫って、日夜精力的な活動を続けて います。 
     今月も、13日(土)から３日間の日程で沖縄県久米島を訪問し、 
三川内神楽 久米島公演を開催する予定です。 
   下の写真は「一番戸取り(いちばんととり)」で中央の赤面(須佐之男命)が山本さんです。 

「山師」 

    尾高智神社は、戦国時代に佐伯栂牟礼（とがむれ:現在
の佐伯市弥生町）城主であった佐伯次郎惟治（これはる）を
祀っています。惟治は、謀反の疑いをかけられ、尾高智の
地で戦死、惟治の死後各地で災いが起きたため、そのたた
りを恐れた人々が１５２７年（大永７年）に、この尾高智神社
を建てたといわれています。文武ともに優れていた惟治は、
学問の神として信仰を集めています。 
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                食     

◆伊勢えび（佐伯市、延岡市） 

   

案 内 図 

    和名は「アオリイカ」で

すが、北浦や蒲江では

「ミズイカ」、「モイカ」など

と呼んでいます。 
 

   秋の食と言えばやはり伊勢えび。９

月１日に漁が解禁され、９月２日から１

１月３０日までの間、「東九州伊勢えび

海道・伊勢えび祭り2018」が開催され

ています。豊後水道・日向灘の日豊リ

アス式海岸の海道筋で水揚げされた

伊勢えびはぷりぷりとした食感でとて

も美味しいです。 
 また、「伊勢えび」は古くから長い髭
と腰の曲がった姿から、長寿を祝う縁
起物として扱われています。 
 旬の「伊勢えび」、存分に味わって下
さい！  

尾高智神社 

みなとオアシス 

北浦臨海パーク 

   国内で消費される多くは輸入品の
ようですが、身は肉厚で弾力があり、
甘みと旨みが強い高級食材です。 
   大型のイカで最近は釣りの対象と
しても人気があります。「餌木」という
疑似餌を使った釣り「エギング」は釣
り初心者でも手軽に楽しめるため、
若い女性達にも人気です。 
   刺し身、天ぷら、煮つけなどで食
べますが、北浦では一夜干しにし、
炙って食べたりもします。 
   もちろん、北浦で消費されるもの
は、地獲れの「モイカ」です。 
    また、モイカは冷凍しても、自然
解凍すれば刺し身でも食べられるの
で、長期保存も出来る、とても重宝
する食材です。 
    写真は北浦町の飲食店で提供し
ているモイカ料理の一例です。 
   
    

◆モイカ 
(アオリイカ) 



旬の情報を毎月発信中  皆様からの情報提供をお待ちしております。 

◆ 日豊海岸シーニック・バイウェイ（蒲江・北浦大漁海道）のホームページ ◆ 

  

URL：http://nippou-kaigan.kirara.st/ 
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 シーニック・バイウェイとは： 

  アメリカが発祥で景観のよい（シーニック）、寄り道（バイウェイ）と言う意味です。日本では、風景街道と訳され、

道を通して地域活性化や観光振興に取り組んでいる１４１のルートがあり、九州には１４のルートがあります。 

 本誌では、九州風景街道の一つ「日豊海岸シーニック・バイウェイ（蒲江・北浦大漁海道）」の活動や旬の地域資

源等について、地域の皆さんや道路利用者の方々にご紹介するものです。 

お知らせ ◆「北浦の観光と物産展」が開催されます！ 

お知らせ ◆ 

   「第７２回  北浦の観光と物産展」が、
１０月１８日(木)と１９日(金)の２日間、宮
崎県庁前の「楠並木通り」で開催されま
す。 
   当日は「フグの唐揚げ」「北浦で水揚
げされた新鮮な魚を使った干物」「椎
茸」「天然アユ」「お茶」など北浦の特産
品が数多く販売されます。他にもうなぎ
や魚ずし、果物なども販売されます。 

   １２時頃からは、数量限定で「ふぐ雑

炊」の振舞いも行われます。 
   写真は昨年度の様子です。 

絶賛 開催中！ 
 現在、開催期間中の「東九州伊勢えび海道・伊勢
えび祭り２０１８」も折り返し地点となりました。 
 佐伯市２１店舗、延岡市7店舗で絶賛開催中です。 
 まだご賞味いただいてない方は、この機会に是非
いかがでしょうか。 
 また、東九州伊勢えび海道２０１８スタンプラリー
の応募期間も11月末までとなっていますので、奮っ
てご参加ください。 

問い合わせ先： 佐伯市観光案内所 TEL （０９７２）２３－３４００ 

問い合わせ先： 延岡市北浦総合支所 地域振興課TEL （０９８２）４５－４２３８ 
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